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研究成果の概要（和文）：向社会行動は人間社会にとって極めて重要である。人間は相手の期待を裏切ることに
罪悪を感じるため向社会的に振舞うことが知られており、これは罪回避行動と呼ばれている。本研究では、罪回
避行動の神経基盤、性差、文化差などを明らかにしてきた。①男性の方が女性よりも罪回避行動をする、②男女
共通の罪回避行動の認知基盤は共感であるが、男性のみに規範（rule-based decision）がある、③罪回避行動
の神経基盤として男性にのみ背外側前頭皮質と内側前頭皮質の結合（先行研究でセルフコントロールや社会規範
とかかわるといわれている脳結合）が要求される、など様々なことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Prosocial behavior is pivotal to our society. Guilt aversion, which 
describes the tendency to reduce the discrepancy between a partner’s expectation and his/her actual
 outcome, drives human prosocial behavior as does well-known inequity aversion. Although women are 
reported to be more inequity averse than men, gender differences in guilt aversion remain 
unexplored. Our fMRI study demonstrated that men exhibited stronger guilt aversion and recruited 
right dorsolateral prefrontal cortex (DLPFC)-ventromedial PFC (VMPFC) connectivity more for guilt 
aversion than women, while VMPFC-dorsal medial PFC (DMPFC) connectivity was commonly used in both 
genders. Furthermore, our regression analysis of the online behavioral data replicated the gender 
differences and revealed that Big Five Conscientiousness (rule-based decision) correlated with guilt
 aversion only in men, but Agreeableness (empathetic consideration) correlated with guilt aversion 
in both genders. 

研究分野：行動経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我々の研究結果から、向社会的行動における性差は、脳内の根底にある動機によって異質であり、社会規範への
配慮が、男性の罪悪感嫌悪の強さに重要な役割を果たしていることを示唆している。また、罪悪感嫌悪における
性差は日本、韓国、イギリスにおいて一致した結果を観察しているため普遍的な可能性があるが、その根底にあ
る認知過程は文化の違いによって影響を受ける可能性があることが示唆されている。このことから、共同体とし
ての社会や組織の在り方、インセンティブ設計といった経済学が検討すべき事項には、性差、文化差を十分に理
解する必要があると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

援助、協力などの向社会行動は、社会において大規模かつ安定的に観察される人間の根源的な

行動である。そのため、向社会行動のメカニズムを理解しようと、さまざまな角度から研究され

てきた。特に、公平性に基づく向社会行動は研究が進んでいる。理論研究では、Fehr and Schmidt 

(1999) や Bolton and Ockenfels (2000) が不公平を嫌う性質を数理モデルとして定式化し、実証研

究では、独裁者ゲームや最後通牒ゲームを用いて、発達との関係 (Blake et al., 2015) や性別との

関係 (Güth et al., 2007)、神経科学分野でも、進化的に古い脳である線条体（報酬と関連する領域）

が公平性 (Nihonsugi et al., 2015) や公平性の性差 (Soutschek et al, 2017) と関係することが示され

るなど、公平性を動機とする向社会行動は学際的な研究テーマとなっている。 

しかし、人間の向社会行動の動機は、公平性だけではない。人間は、相手の期待を裏切ること

に対して罪悪を感じるため、自己犠牲を払ってでも他者の信頼に応えること (Baumeister et al., 

1994) が社会心理学では以前から知られており、これを行動ゲーム理論では“罪回避理論” 

(Charness and Dufwenberg, 2006) と呼んでいる。たとえば、仕事であれば、期待を裏切り上司を

がっかりさせたくないために頑張るなどである。相手の期待に応じる罪回避は、われわれの日常

的な向社会行動であるにも関わらず、公平性のように、行動・神経科学レベルでの分析は十分に

進んでいない。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、向社会行動を促す罪悪感回避行動の反応に性差があるのかを実験手法を

用いて明らかにすることである。社会行動における性差の研究は、近年増加している。たとえ

ば、公平性、信頼、互恵性、利他性などを対象とした研究 (Croson and Gneezy, 2009 の survey 

が詳しい)、さらに、経済発展が社会行動の性差の拡大へつながることを示す研究もある (Falk 

and Hermle, 2018)。しかしながら、(a) 罪回避行動に焦点を当てた点、(b) 先行研究での被験者

数よりも格段に多い数千人規模を分析対象とし頑健な結果を導く点、(c) 罪回避行動の性差の

認知戦略・神経基盤を含めた行動メカニズム全体に焦点を当てる点、が本研究と既存研究との

大きな違いであり、本研究の学術的な独自性と創造性である。向社会行動の性差を理解するこ

とは、言い換えればインセンティブの性差を理解することであり、現実の社会や組織の制度

（たとえば人事制度など）を検討する際に重要な関心である。 

 
３．研究の方法 
具体的な課題（図１も参照）としては、他者から期待されていることがわかる状況におい

て、相手の意図に反して裏切るか、協力するかを被験者は選択する（信頼ゲームを拡張した課

題）。罪回避モデルを包括した効用関数を作成し、モデル内の罪悪感を定量的に評価できるよう

に数値のパターンを適切に変更しながら 45 回の意思決定を被験者にしてもらう。これにより、



個人の罪悪への感度

（計量モデルのβ値）

を計測する。実験は(1)

日本人を対象にした行

動実験及び fMRI 装置を

用いたイメージング研

究と、(2)日本人以外を

対象にした行動実験を

実施した。日本と同じ

程度の社会経済水準

（一人当たり GDP）で

ある国から東洋を代表して韓国人、西洋を代表してイギリス人を対象とした。以上の実験によ

って、罪悪感回避行動の神経基盤（認知戦略）、性差、文化差を検証した。 

 
４．研究成果 

（1）上記「３．研究方法」で述べた(1)の研究の結果につ

いては、およそ 4000 人程度の日本人を対象にしたオンライ

ン実験から、①男性の方が女性よりも罪回避行動をするこ

とが観察され、②男女共通の罪回避行動の認知基盤は共感

であるが、男性のみに規範（rule-based decision）がある

ことがわかった。さらに、40 名ほどの被験者を対象に fMRI

装置を用いて課題中の神経活動を計測したところ、③脳領

域間結合分析（PPI：Psychophysiological Interactions）

の結果から（右図も参照ありたい）、罪回避行動の神経基盤

として男性にのみ背外側前頭皮質（R.DLPFC）と内側前頭皮

質（VMPFC）の結合（先行研究でセルフコントロールや社会規範とかかわるといわれている脳結

合）が要求されることが明らかになった。従って、向社会的行動における性差は、脳内の根底

にある動機によって異質であり、社会規範への配慮が、男性の罪悪感嫌悪の強さに重要な役割

を果たしていることを示唆している。なお、これらの結果は国際学術雑誌（eNeuro）において

公表した。 

 

（2）上記「３．研究方法」で述べた(2)の研究の結果については、それぞれ 300 名ほどの被験

者を対象にオンライン実験を実施したところ、①韓国人、イギリス人いずれも、男性の方が女

性よりも罪回避行動をすることがわかり日本人の結果と一致していた。この結果については、

われわれと同時期に別の実験課題を用いて研究していたグループにおいても、イタリア人を対

象に一致した結果を観察している（Di Bartolomeo et al., 2023）。さらに、②イギリス人は日本

人の結果と同じく、男性には罪回避行動の認知基盤として規範があったが、韓国人では負の感

情（不安、心配など神経症傾向）であることが明らかになった。従って、罪悪感嫌悪における

性差は普遍的なものであるが、その根底にある認知過程は文化の違いによって影響を受ける可

能性があることが示唆された。なお、これらの結果は国際学術雑誌（Scientific Reports）に

おいて公表した。 
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